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二
〇
一
二
年
度
事
業
報
告

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１ 

総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
、
懇

親
会
等
の
開
催

２ 

見
学
並
び
に
懇
親
会
へ
の
参
加

（
教
育
後
援
会
と
共
催
）

　

 
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
四
日

（
水
）
京
都
三
千
院
（
拝
観
）、

東
寺
（
特
別
拝
観
）、
京
都
水

族
館
な
ど
の
見
学
並
び
に
北
山

モ
ノ
リ
ス
で
の
懇
親
会

３
舞
台
公
演
鑑
賞
会
の
開
催

　

 

二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
七
日

（
木
）
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
の
昼
食
懇
親
会

並
び
に
梅
田
芸
術
劇
場
で
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ミ
ス
・
サ
イ

ゴ
ン
」
鑑
賞
会

４ 

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の

広
報

５
「
会
報
」
の
発
行

２　

学
生
へ
の
助
成
事
業

１
教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

２ 

災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る

援
助

二
〇
一
三
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
総
会
を
六
月
二
十
二
日
（
土
）
午

前
十
一
時
か
ら
、
追
手
門
学
院
大
学

一
号
館
三
階
会
議
室
五
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
役
員
・
相
談
役

の
紹
介
、
続
い
て
大
学
関
係
者
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
大
野

会
長
、
水
藤
副
学
長
の
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
従
い

議
事
に
入
り
、
以
下
の
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

３ 

入
学
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

４ 

卒
業
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

３　

記
念
事
業
活
動

１ 

大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

協
力
へ
の
積
立

４　

大
学
へ
の
助
成
事
業

１
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
の
援
助

２
本
会
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

５　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

１ 

新
入
生
保
護
者
歓
迎
の
お
茶
会

「
桜
の
縁
」
の
開
催

二
〇
一
二
年
度
収
支
決
算
書
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
役
員
案

役
員
案
が
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ

れ
、
大
野
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

二
〇
一
三
年
度
事
業
計
画
案

二
〇
一
三
年
度
収
支
予
算
書
案

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
六
月
二
十
二
日
の
総

会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
大
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
卒

業
生
保
護
者
の
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
会
は
、
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

一
員
と
し
て
、
校
友
会
、
教
育
後
援

会
、
学
友
会
そ
し
て
、
大
学
教
職
員

の
方
々
と
一
致
協
力
し
て
、
追
手
門

学
院
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
学
は
、
50
周
年
の
節
目
に
向
け

て
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
川
原
理

事
長
、
坂
井
学
院
長
・
学
長
が
大
学

改
革
に
強
力
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
本
会
と
し
て
も
微
力
な
が
ら

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
々
と
続
く
景
気
の
低
迷
や
東
日

本
大
震
災
の
影
響
が
未
だ
残
る
中
、

本
会
と
し
て
も
、
今
後
も
大
阪
梅
田

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
、

卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
せ
ず
に
専
門
学

校
な
ど
で
資
格
を
取
得
し
た
卒
業
生

や
就
職
は
し
た
も
の
の
残
念
な
こ
と

に
早
期
に
離
職
し
た
卒
業
生
な
ど
へ

の
就
職
支
援
活
動
に
、
皆
様
の
お
力

添
え
を
頂
き
、
少
し
で
も
寄
与
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
在
学
生
へ
の
助

成
事
業
と
し
て
、
学
生
奨
学
金
助
成

を
行
う
と
供
に
、
会
員
の
懇
親
を
深

め
る
た
め
に
舞
台
観
劇
会
等
、
卒
業

生
保
護
者
の
会
の
諸
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
頂
き
ま

す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
が
、

よ
り
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
長
年
に
渡
る
多
く
の
支

援
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
発
展
が
で

き
る
よ
う
会
の
運
営
を
心
が
け
、
努

力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
様
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
　
大 

野
　
茂

二
〇
一
三
年
度

　
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

二
〇
一
三
年
度 

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
開
催
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　　　2012年度　決算書　2012年４月１日～2013年３月31日まで　　（単位：円）

科　目 2012 年度予算 2012 年度決算 差　異 備　　　　　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 13,230,000 13,380,000 △ 150,000 保護者の会入会者　＠ 10,000 円× 1,338 名（2012 年度卒業生）

会 員 研 修 参 加 費 1,470,000 1,730,000 △ 260,000 教育後援会主催見学会・懇親会（10/24）、鑑賞会・懇親会会費（12/27）

受 取 利 息 5,000 2,775 2,225 預金利息

当 年 度 収 入 合 計 14,705,000 15,112,775 △ 407,775

前 年 度 繰 越 金 20,540,918 20,540,918 0

収 入 の 部 合 計 35,245,918 35,653,693 △ 407,775

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,000,000 1,231,344 768,656 教育後援会主催見学会（10/24）、鑑賞会（12/27）、後援会の集い（7/7）

会 議 費 100,000 70,560 29,440 総会折詰弁当 @1,176 円× 60 個

行 事 費 150,000 18,000 132,000 桜の縁（お茶会）費用等

印 刷 費 500,000 364,773 135,227 名刺、振込用紙、封筒・ハガキ印刷代等

広 報 費 440,000 284,707 155,293 ホームページ更新、会報作成費等（会員への連絡、活動の理解）

通 信 費 2,400,000 2,327,125 72,875 郵送料（見学会案内１回、総会案内１回、その他の事務連絡）等

事 務 費 450,000 377,312 72,688 封入費、事務用品等

慶 弔 費 150,000 66,150 83,850 電報、花代等

雑 費 1,000 420 580 残高証明書発行手数料

学 生 奨 学 金 助 成 費 600,000 200,000 400,000 教材支援奨励金図書カード @10,000 円× 20 名

記 念 品 費 1,450,000 761,800 688,200 入学記念品　＠ 295 円× 1,600 名、卒業記念品　＠ 207 円 ×1,400 名

大阪梅田サテライト援助費 3,600,000 3,600,000 0 大阪梅田サテライト運営費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 事務担当定時職員経費

大 学 50 周 年 記 念 事 業 協 力 積 立 500,000 500,000 0 大学 50 周年記念事業への協力金積立

災 害 援 助 基 金 繰 入 3,000,000 3,000,000 0

予 備 費 1,000,000 0 1,000,000

当 年 度 支 出 合 計 17,541,000 14,002,191 3,538,809

次 年 度 繰 越 金 17,704,918 21,651,502 △ 3,946,584
支 出 の 部 合 計 35,245,918 35,653,693 △ 407,775

　　　2013年度　予算書　2013年４月１日～2014年３月31日まで　　（単位：円）

科　目 2013 年度予算 2012 年度予算 差　異 2012 年度決算 備　　　　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 12,720,000 13,230,000 △ 510,000 13,380,000 1,272 名×＠ 10,000 円

会 員 研 修 参 加 費 1,720,000 1,470,000 250,000 1,730,000 
教育後援会主催見学懇親会（17,000 円× 40 名、18,000 円 ×
10 名）、鑑賞懇親会会費 (14,000 円× 40 名、15,000 円 ×20 名）

受 取 利 息 5,000 5,000 0 2,775 預金利息

当 年 度 収 入 合 計 14,445,000 14,705,000 △ 260,000 15,112,775 

前 年 度 繰 越 金 21,651,502 20,540,918 1,110,584 20,540,918 

収 入 の 部 合 計 36,096,502 35,245,918 850,584 35,653,693 

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,000,000 2,000,000 0 1,231,344 教育後援会主催見学会・鑑賞会・学院後援会等費用

会 議 費 100,000 100,000 0 70,560 役員会・委員会・総会費用

行 事 費 150,000 150,000 0 18,000 講演会・桜の縁（お茶会）費用等

印 刷 費 700,000 500,000 200,000 364,773 名刺、振込用紙、封筒・ハガキ・個人情報保護シール印刷代等

広 報 費 440,000 440,000 0 284,707 ホームページ更新、会報作成費等 ( 会員への連絡、活動の理解）

通 信 費 2,700,000 2,400,000 300,000 2,327,125 郵送料 ( 総会案内：5 月、会報送付：9 月及び事務連絡等）

事 務 費 500,000 450,000 50,000 377,312 封入費、事務用品等

慶 弔 費 150,000 150,000 0 66,150 電報、花代等

雑 費 50,000 1,000 49,000 420 振込手数料及び残高証明書発行手数料

学 生 奨 学 金 助 成 費 600,000 600,000 0 200,000 
教材支援奨励金図書カード @10,000 円× 20 名、
災害被害者援助金 @50,000 円× 8 件

記 念 品 費 1,450,000 1,450,000 0 761,800 
入学記念品　1700 名分×＠ 500
卒業記念品　1500 名分×＠ 400

大 阪 梅 田 サ テ ラ イ ト 援 助 費 3,600,000 3,600,000 0 3,600,000 大阪梅田サテライト運営費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 1,200,000 事務担当定時職員経費

大学 50 周年記念事業協力積立 1,000,000 500,000 500,000 500,000 大学 50 周年記念事業への協力金積立

災 害 援 助 基 金 繰 入 3,000,000 3,000,000 0 3,000,000 

予 備 費 1,000,000 1,000,000 0 0 

当 年 度 支 出 合 計 18,640,000 17,541,000 1,099,000 14,002,191 

次 年 度 繰 越 金 17,456,502 17,704,918 △ 248,416 21,651,502

支 出 の 部 合 計 36,096,502 35,245,918 850,584 35,653,693 
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四
月
一
日
（
月
）
大
学
入
学
式
で
、

新
入
生
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

大
学
の
日
本
文
化
研
修
道
場
で
あ
り

ま
す｢

松
籟
庵｣

（
松
下
幸
之
助
様

ご
寄
贈
）
と｢

将
軍
山
会
館｣
（
学

院
の
歴
史
館
で
も
あ
る
校
友
会
館
）

に
て
、
歓
迎
の
花
見
お
茶
会
「
桜
の

縁
（
さ
く
ら
の
え
ん
）」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
将
来
の
会
員
様
と
ご

縁
を
結
び
、
本
会
の
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
心
を
込
め
て
お
も
て
な
し
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
新
入
生
保
護
者
の
皆
様
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
、
咲
き
誇
る
桜

を
愛
で
な
が
ら
、
お
抹
茶
に
お
茶
菓

子
を
ご
賞
味
頂
き
ま
し
た
。

本
会
と
大
学
教
育
後
援
会
（
在
学

生
保
護
者
の
団
体
）
と
い
う
大
学
を

支
援
す
る
二
つ
の
保
護
者
の
団
体
が

力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ
た
新
入
生
保

護
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
子
様
の
入

学
を
共
に
お
祝
い
し
、
桜
の
取
り
持

つ
縁
（
え
に
し
）
を
大
切
に
す
る
行

事
と
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
様
の
中
で
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
「
相
談
窓
口
」
記
載
の
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
奨
励
金
は
、
本
学
学
部
学
生

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
教
材
等
を

購
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
を
援
助

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
に
創
設
し

た
も
の
で
、
教
育
後
援
会
給
付
奨
学

生
を
給
付
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
秋
学
期
は
十
名
、

二
〇
一
三
年
度
春
学
期
は
九
名
、
の

学
生
に
教
材
支
援
奨
励
金
を
給
付
し

ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
三
月
二
十
五
日

（
月
）、
大
阪
市
北
区
中
之
島
の
大
阪

国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
二
〇
一
二

年
度
学
位
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
学
部
卒
業
生
に
対
し
、
本
会
か

ら
卒
業
記
念
品
と
し
て
大
学
名
入
り

「
筆
記
具
」
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
一
日
（
月
）
に
は
本
学
体
育
館

に
お
い
て
、
二
〇
一
三
年
度
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
入
学
記
念
品
と
し
て

大
学
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
」
を
学
部
入
学
生

に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

大
学
50
周
年
を
記
念
し
て
、
ノ
ベ

ル
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
ま
し
た
。

50
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ

た
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
、

マ
グ
カ
ッ
プ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、

特
製
ク
リ
ッ
プ
、
ネ
ク
タ
イ
、
タ
オ

ル
、Ｔ
シ
ャ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
価
格
・

販
売
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
50
周
年
記
念
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.otem

on.ac.jp/
otm

_50th/

◆ 

問
い
合
わ
せ 

◆

追
手
門
学
院
　
総
務
課

（
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
事

務
局
）
吉
田
・
藻
川

〒
五
六
七
―
八
五
〇
二

　
大
阪
府
茨
木
市
西
安
威
二
丁
目

　
一
番
十
五
号

電
話 

〇
七
二
・
六
四
一
・
七
四
四
一

2013 年度 卒業生保護者の会 役員・委員・幹事・相談役

追
手
門
学
院
大
学
は
、
二
〇
一
六

年
四
月
一
日
で
創
立
五
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
。

大
学
で
は
、
こ
れ
を
機
に
、
大
学

創
設
か
ら
五
〇
年
の
奇
跡
を
た
ど

り
、
も
う
一
度
大
学
創
設
の
原
点
を

見
直
し
、
更
な
る
五
〇
年
に
向
け
て

の
出
発
点
と
す
べ
く
、「
大
学
創
立

五
〇
年
史
並
び
に
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

大
学
に
関
す
る
貴
重
な
映
像
や
写
真

（
当
時
の
映
像
、
フ
ィ
ル
ム
、
ゼ
ミ

や
ク
ラ
ブ
活
動
の
写
真
・
ノ
ー
ト
・

プ
リ
ン
ト
・
資
料
等
）
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
ご
寄
贈
、
ご
貸
与
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職 名 氏 名 卒業年（期）
会 長 大　野　　　茂 2011（42）

副 会 長

黒　瀬　有　里 2011（42）
松　本　義　明 2012（43）
山　口　陽　子 2012（43）
荒　木　真貴子 2013（44）

会 計 西　脇　和　美 2012（43）
中　井　陽　子 2013（44）

会計監査 眞　鍋　陽　子 2013（44）
宮　脇　裕　子 2013（44）

委 員

荒　石　美佐子 2011（42）
濱　田　絹　代 2011（42）
岸　本　美千代 2011（42）
丹　羽　美　香 2012（43）
三　浦　佳　代 2012（43）
小　林　雅　美 2013（44）
川　口　和　則 2013（44）

幹 事

学 事 課 長　上 田 倫 子
財 務 課 長　小 島 　 香 住
教 務 課 長　小 坂 　 　 淳
学 生 課 長　仲 西 　 章
就職センター課長　吉 井 庄 治

相 談 役

鷲　見　文　子 2003（34）
羽　田　清　彦 1999（30）
能　口　元　良 2007（38）
林　田　隆　行 2010（41）

追
手
門
学
院
大
学
は
、
二
〇
一
六

年
に
創
立
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
記
念
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
募

金
の
趣
意
書
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

花
見
お
茶
会

開　

催

さ
く
ら

え
ん

桜
の
縁

花
見
お
茶
会

開　

催

さ
く
ら

え
ん

桜
の
縁

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

教
材
支
援
奨
励
金
を
交
付

教
材
支
援
奨
励
金
を
交
付

教
材
支
援
奨
励
金
を
交
付

追
手
門
学
院
大
学
の

　
「
思
い
出
」が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

追
手
門
学
院
大
学
の

　
「
思
い
出
」が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

追
手
門
学
院
大
学
の

　
「
思
い
出
」が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

50
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
販
売

大
学
創
立
五
〇
周
年

　
記
念
事
業
募
金
の
お
願
い

卒
業
生
及
び
入
学
生
に

記
念
品
を
贈
呈



http://www.ogu-kyoikukoen.com/hogoshanokai/index.htm

（4）第 11 号平成25（2013）年9月1日発行 追手門学院大学　卒業生保護者の会会報

会
員
の
皆
様
か
ら
の
住
所
変
更
の

お
届
け
、
ま
た
、
ご
質
問
、
ご
意
見
、

ご
要
望
等
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を

左
記
の
と
お
り
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・ 

電
話
の
場
合　

学
事
課

〇
七
二
・
六
四
一
・
七
七
四
九

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合　

学
事
課

〇
七
二
・
六
四
三
・
五
七
四
二

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

　

会
報
各
ペ
ー
ジ
下
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
」
と
い
う
競
技

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
向
か
い

合
っ
た
二
名
の
タ
ー
ナ
ー（
回
し
手
）

が
二
本
の
ロ
ー
プ
を
回
し
、
そ
の
中

で
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
一
名
、
ダ
ブ
ル

ス
で
は
二
名
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
（
飛
び

手
）
が
い
ろ
い
ろ
な
技
を
交
え
て
跳

ぶ
な
わ
と
び
の
競
技
で
す
。
本
年
六

月
に
米
国
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で

開
催
さ
れ
た
こ
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の

世
界
選
手
権
に
、
本
学
国
際
教
養
学

部
四
年
生
の
野
田
大
喜
さ
ん
、
増
田

千
紘
さ
ん
が
日
本
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
協

会
か
ら
選
出
さ
れ
た
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、見
事
ダ
ブ
ル
ス
で
二
位
・

シ
ン
グ
ル
ス
で
三
位
の
座
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
野
田
さ
ん
と
増
田
さ
ん

は
本
学
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

『D
U

T
CH

ER'S 616

』
で
練
習
を

積
み
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
は
も
う

一
つ
の
世
界
大
会
で
も
準
優
勝
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
世
界
選
手
権
に
は
他
大

学
の
二
名
と
「
チ
ー
ム
Ａ.

Ｉ.

Ｄ
」

を
結
成
し
て
臨
み
ま
し
た
。
模
範
演

技
も
披
露
さ
れ
た
出
場
報
告
会
で
野

田
さ
ん
は
、
周
囲
の
支
援
に
感
謝
し

つ
つ
、「
後
輩
た
ち
も
ま
た
世
界
選

手
権
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二
月

二
十
七
日
、
卒
業
生
保
護
者
の
会
主

催
の
観
劇
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
六
十
一
名

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
で
し
た
ら
、
二
月
頃
に
開
催

さ
れ
る
の
で
す
が
、
十
二
月
に
「
ミ

ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」
が
上
演
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
時
期

的
に
ご
参
加
は
難
し
い
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
こ
の
機
会
に
と
開
催
を
決

定
し
ま
し
た
。

十
一
時
よ
り
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
二
階
の
中
華
料
理

「
春
蘭
門
」
に
て
昼
食
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
大
野
会
長
、
坂
井
東

洋
男
学
長
の
ご
挨
拶
に
引
き
続
き
、

川
原
俊
明
理
事
長
の
乾
杯
の
ご
挨
拶

と
な
り
ま
し
た
。

乾
杯
の
グ
ラ
ス
の
用
意
が
な
か
な

か
整
わ
ず
、
は
ら
は
ら
致
し
ま
し
た

が
、
お
料
理
は
大
変
美
味
し
く
皆
様

満
足
の
ご
様
子
で
、
一
安
心
致
し
ま

し
た
。

「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」
が
上
演
さ

れ
る
梅
田
芸
術
劇
場
は
昼
食
会
場
の

隣
の
建
物
で
し
た
の
で
、
昼
食
後
の

移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
十
三
時

三
十
分
よ
り
の
開
演
に
余
裕
を
持
っ

て
臨
め
ま
し
た
。

そ
し
て
「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」
が

始
ま
り
ま
す
と
、
最
初
か
ら
グ
イ
グ

イ
迫
っ
て
く
る
迫
力
と
素
晴
ら
し
い

歌
唱
力
に
圧
倒
さ
れ
、
息
つ
く
暇
も

な
く
物
語
は
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

特
に
キ
ム
役
の
笹
本
玲
奈
さ
ん
は

伸
び
の
あ
る
声
で
見
事
に
演
じ
ら

れ
、
最
後
に
自
ら
命
を
絶
つ
場
面
で

は
皆
様
目
頭
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

あ
ま
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
る
機

会
な
ど
な
い
私
で
も
大
変
楽
し
め
ま

し
た
。

慌
た
だ
し
い
時
期
の
開
催
で
し
た

が
、
日
常
か
ら
離
れ
た
素
晴
ら
し
い

時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
世
話
頂
き
ま
し
た
、
学
院
関
係

者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
度
「
見
学
・
懇
親
会
」

を
来
る
十
月
二
十
九
日
（
火
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
会
員
相
互
の
見
聞

を
広
め
、
在
学
生
保
護
者
の
教
育
後

援
会
会
員
様
と
共
に
親
睦
を
図
る
目

的
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
滋
賀
方
面
（
秋
の
三
井
寺

で
当
日
限
定
の
唐
院
大
師
堂
の
特
別

拝
観
、
異
次
元
の
世
界
・
桃
源
郷
の

美
術
館
「
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

見
学
、
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で
昼
食
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
の
夕
食

懇
親
会
）が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
劇
会
を
終
え
て

卒
業
生
保
護
者
の
会
副
会
長

黒
瀬　

有
里

事
務
局

相
談
窓
口
の
ご
案
内

「
見
学
・
懇
親
会
」開
催
の
ご
案
内

「
見
学
・
懇
親
会
」開
催
の
ご
案
内

教
育
後
援
会
と
の
共
催

二
〇
一
三
年
度 

卒
業
生
保
護
者

の
会
「
舞
台
公
演
鑑
賞
会
」
を
来
る
、

二
〇
一
四
年
二
月
十
日
（
月
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
に
て
日
本
テ
レ
ビ
開
局

六
十
年
特
別
舞
台
「
真
田
十
勇
士
」

と
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
で
の
お
昼
の
懇
親
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
し
た
方
に
は
、
追
っ
て
詳
細
案
内

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会

「
舞
台
公
演
鑑
賞
会
」

　
　
　

開
催
の
ご
案
内

「
舞
台
公
演
鑑
賞
会
」

　
　
　

開
催
の
ご
案
内

本
学
四
年
生世
界
選
手
権
で
好
成
績

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ


